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’
九
一
六
年
、
寺
内
正
毅
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
松
室
は
司
法
大
臣
に
就
任
し
た
。
そ
の
翌
一
七
年
一
月
に
は
、
松
室
と
寺
内
首
相
、
本
野
一
郎
外
相
を
本
学
に
迎
え
て
、
三
相
招
待
会
が
開
か
れ
た
。
松
室
は
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
実
力
派
官
僚
で
、
ド
イ
ツ
学
派
や
英
米
法
派
に
対
抗
し
て
「
仏
学
会
」
と
「
仏
学
校
」
を
設
立
し
た
。
ま
た
本
野
は
和
仏
法
律
学
校
講
師
で
フ
ラ
ン
ス
法
律
博
士
。
京
と評価は、第五章で行う）。
梅総理死去の後、しばらく空席であった総理職は、その名称を学長と改め、新たに松室致（口絵写真⑩）が就任
した（’九一三年六月）。以後、一九一一一一年一一月に脳溢血で急逝するまでの一八年にわたって、松室学長は、法政
大学発展の第三のピークとしてのいわゆる「松室致時代」を形成した。松室は司法省法学校正則科の第一一期生と
し
て
明
治
九
年
に
入
学
（
梅
と
同
期
生
、
一
七
年
に
卒
業
し
た
法
律
学
士
で
あ
っ
た
（
松
室
時
代
の
本
学
の
一
○
○
年
史
に
お
け
る
総
括
松
室
時
代
に
お
い
て
、
本
学
は
国
家
試
験
の
法
学
司
法
、
行
政
、
弁
護
士
）
部
門
で
の
養
成
に
力
を
い
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
の
時
期
に
、
小
谷
勝
重
（
の
ち
最
高
裁
判
事
）
ら
学
生
達
は
、
自
主
的
に
知
新
会
と
い
う
勉
強
会
を
作
っ
て
、
第
三
章
大
学
令
に
よ
る
大
学
図
書
館
の
制
度
化
、
図
書
室
か
ら
［
相
当
な
る
図
書
館
］
構
想
へ
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令
に
よ
る
予
科
設
置
も
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
法
政
大
学
設
置
認
可
申
請
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
一九一九年八月の定例閣議では「公立教員」の待遇改定が議決されていたが、同時にそれは新大学令によって
官公私立の学校を「平等視するの趣旨」の時勢に合わせたもので、「私学優遇」の表れとして当時の「法律新聞』
では紹介されていた二五八○号、一九一九年八月一○日付）。これまでの法制上は専門学校であった大学が、大学
都
や
東
京
開
成
学
校
で
フ
ラ
ン
ス
御
雇
教
師
レ
オ
ン
藤川ｋｒ(ニミ尋 Ei二
蓮Qｌ i董襄i;襄篝鑿
恩
辿丘人ＩＤ毎■
Ｕn句■■■■エロ■g烟
戦前の校舎配置地図二○月）。
オ
ン
・
デ
ュ
リ
ー
の
教
え
を
う
け
、
東
京
法
学
校
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
本
学
は
、
和
仏
法
律
学
校
時
期
に
、
麹
町
区
富
士
見
町
六
丁目’六番地校地を購入（’八八九年）していた。それから三○年近く経
過
し
た
一
九
一
八
年
一
○
月
に
新
校
地
が
購
入
さ
れ
た
。
当
時
の
校
務
委
員
・
校
友
神戸挙一（山梨都留の出身、明治一二年東京法学校卒、東京電灯［現在の東京
電
力
］
社
長
）
を
介
し
て
、
銀
行
の
融
資
も
受
け
て
麹
町
区
富
士
見
四
丁
目
の
土
地
（
現
校地、千代田区富士見）の一六六一一一坪を購入した。これは当時全国的に動
き
つ
つ
あ
っ
た
新
た
な
大
学
改
革
へ
の
準
備
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
そ
の
一
年
ほ
ど
後
の
『
法
律
新
聞
』
で
は
、
大
学
当
局
の
第
一
案
は
、
青
山
練
兵
場
払
い
下
げ
を
陸
軍当局に交渉中であったが進展しない内に、第二案の富士見四丁目の「一一
千
坪
」
を
買
収
し
て
、
「
大
學
豫
科
」
の
四
階
建
校
舎
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
報
じている（’六一一一一一号、一九一九年一二月二○日付）。
一
九
一
八
年
一
二
月
、
新
し
く
大
学
令
が
公
布
さ
れ
、
翌
一
九
年
四
月
に
は
大
学
。
五
月
、
校
友
会
は
「
新
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ
の
改
組
」
を
提
案
し
、
財
団
法
人
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『法律新聞」’六一一一一一号での記事では、法政大学の青山練兵場購入の可否が決まるまでは、新大学令による大
学
も
「
同
居
」
し
、
従
来
の
富
士
見
六
丁
目
の
二
階
建
校
舎
は
、
改
築
し
て
「
附
属
圖
書
館
」
と
す
る
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
和
仏
法
律
学
校
以
来
の
法
政
大
学
が
「
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
が
専
門
」
で
あ
り
、
多
く
の
「
珍
し
い
法
律
書
」
な
ど
政
治
経
済
法律財政モノばかり「四万六七千」余の書籍を有し、それらが富士見四丁目の新校舎に移り、「無料公開」や研究
者
な
ど
に
む
け
て
の
部
類
別
閲
覧
室
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
「
簡
易
な
入
館
方
針
」
が
研
究
中
と
の
記
述
も
見
ら
れ、あながち全くの「架空記事」とは思えない。「図書館建設」構想が机上に登り、それへの当時の法学系研究者
の
期
待
や
本
学
関
係
者
の
「
意
気
込
み
」
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
れることになった。
四
月
十
六
日
、
文
部
省
告
示
に
て
財
団
法
人
と
し
て
大
学
設
立
が
認
可
さ
れ
た
。
各
大
学
で
は
大
学
令
・
大
学
設
置
認
可
の
内
規
に
よ
る
基
本
財
産
の
所
有
と
多
額
の
供
託
金
五
○
万
円
や
、
「
相
当
ナ
ル
図
書
館
」
の
整
備
に
取
り
組
み
、
改
革
と
充
実
の
方
策
が
と
ら
三十周年記念論文集」一九九五年一一一月一一一○日）。
令
に
よ
っ
て
大
学
の
設
置
、
さ
ら
に
は
大
学
院
の
設
置
な
ど
国
立
大
学
・
帝
国
大
学
と
対
等
の
地
位
を
認
め
る
趣
旨
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
一
九
二
○
年
の
学
位
令
の
改
正
で
は
、
私
立
大
学
に
も
学
位
の
授
与
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
大
学
令
に
は
、
具
体
的
な
図
書
館
に
関
す
る
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
大
学
規
定
（
’
九
一
九
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第三条で、その目的と規模に応じた「教授上及研究上必要ナル設備」が求められ、その具体的な認可基準は、「大
学設立認可内規（秘）」に示されていた。「必要ナル設備」としての図書は、学部の専門に応じた欧米各国中の「二
ヶ国の図書二千部以上」が求められ、しかも法学部、文学部、経済学部または商学部を有する大学は、「相当ナル
図
書
館
」
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
阪
田
蓉
子
「
大
学
令
と
明
治
大
学
図
書
館
」
「
梅
花
女
子
大
学
開
学
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橋
文
部
大
臣
、
南
次
官
ら
も
出
席
し
、
委
員
か
ら
Ｌ
基
本
と
す
る
「
徳
目
」
へ
の
疑
義
も
出
た
が
、
さ
，
学
院
の
各
大
学
は
、
同
時
に
昇
格
を
認
可
さ
れ
た
。
当時、私立大学の「昇格」をめぐっては、臨時教育委員会で、まず慶応・早稲田両大学について先行審議され、
学部の範囲、基本財産、専任教員数、大学での「精神教育」などについて、大学令に基づく設立認可如何が検討
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
政
府
が
大
学
令
に
よ
る
他
の
私
立
大
学
の
認
可
を
行
な
う
際
の
「
標
準
（
Ⅱ
昇
格
基
準
）
」
を
作
る
も
の
で
も
あった。（「法律新聞」一六四五号、一九二○年一月一一一一一口）。慶応、早稲田に続いて、文部省は申請中であった本学と、
中
央
、
明
治
、
日
本
、
同
志
社
な
ど
へ
の
緊
急
調
査
を
行
な
い
、
臨
時
教
育
委
員
会
に
設
立
を
付
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
四
月
の
学
期始めも迫り、各大学は、資金募集に走り回り、設備完成も急ぎ、一一一月一一一百、調査完了となった（「法律新聞』
一
六
六
七
号
、
同
年
三
月
十
八
日
）
。
四
月
一
日
、
永
田
町
の
文
部
大
臣
官
邸
で
開
か
れ
た
臨
時
教
育
委
員
会
に
は
、
各
委
員
の
ほ
か
中
橋
文
部
大
臣
、
南
次
官
ら
も
出
席
し
、
委
員
か
ら
大
学
令
の
目
的
た
る
「
国
家
思
想
の
酒
養
」
に
対
し
、
同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
を
基
本
と
す
る
「
徳
目
」
へ
の
疑
義
も
出
た
が
、
さ
し
た
る
強
硬
意
見
も
な
く
、
そ
れ
ら
法
政
、
同
志
社
、
明
治
、
中
央
、
日
本
、
国
し
か
し
大
学
令
第
七
条
で
は
、
「
私
立
大
学
ハ
財
団
法
人
」
で
あ
り
、
「
大
学
一
一
必
要
ナ
ル
設
備
又
ハ
之
二
要
ス
ル
資
金
及
少
ク
ナ
ク
ト
モ
大
学
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
収
入
ヲ
生
ム
基
本
財
産
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
」
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
「
基
本
財
産
」
は
国
庫
に
供託するものとされ、文部省令によって供託額は一大学五○万円、｜学部を増すごとに一○万円、これを認可後
の
三
週
間
以
内
に
国
庫
に
収
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
が
大
学
令
で
の
昇
格
や
創
設
を
め
ざ
す
私
立
大
学
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
た。各私立大学に対しては、供託金制度が実施されたが、法曹界からの働きかけなどもあり、一九二一年度より、
供託金五○万に対する一一五万円補助（一○年割符、毎年二万五千円）、つまりは一一分の一補助が政府予算に計上され
た。これは、私立大学への国庫補助（私大助成）制度の噴矢として注目される（『法律新聞」一六四三号、同年一月一
八日付）。（『法政一○○年史」野田正穂執筆論文、同「国庫助成の原点を考える」『私大教授会関東連絡協議会・研究会資料』
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○年の画期的事業であった。
法政大学は、四月一二日、創立四○年記念大講演会が神田青年館で開催され、校友の高木益太郎はじめ、太田
正孝、桑木崇明、安部能成、穂積重遠らの講演が開催された。聴衆は卒業生、校友ら約二千名の参加と『法律新
聞
」
は
伝
え
て
い
る
（
一
六
七
九
号
、
同
年
三
月
十
八
日
）
。
新
大
学
令
に
よ
る
「
財
団
法
人
・
法
政
大
学
」
の
昇
格
設
置
は
、
創
立
四
第五○号、一九九九年）。
第一校舎
新大学令による法政大学は、昼問制に法学部、経済学部、予科が新設され、
大
学
部
長
小
山
松
吉
、
法
学
部
主
任
薬
師
寺
志
光
、
経
済
学
部
主
任
高
木
友
三
郎
、
予
科
長
野上豊一郎が就任した。本学では専任教授問題や研究教育の条件整備とともに、
校
舎
建
設
や
「
相
当
ナ
ル
図
書
館
」
の
充
実
が
は
か
ら
れ
て
い
っ
た
。
翌
二
一
年
四
月
に
は
法
学
部
を
法
文
学
部
に
改
組
し
、
哲
学
科
・
文
学
科
が
設
置
さ
れ
た
（主任は野上豊一郎）。同月には、木造モルタルニ階建の第一校舎が竣工した（一
九四五年戦災にて焼失）。しかし上記の構想や期待を実現するには、困難な状況
が
あ
っ
た
。
青
山
練
兵
場
貢
取
構
想
は
実
現
せ
ず
、
当
時
の
図
書
館
設
備
と
し
て
は
、
和
仏
法律学校時代よりの図書室があったが、’九一一一年当時でも、図書館と言える
設備でなかった。当時、文部省普通学務局長の「図書館調査」の照会（五月二
七日付）に対し、学長名で本学は「未だ正式に開設致さず校内に図書室を設け
自由に研究している」として、照会の各項に対しては「記入すべき統計材料が
全く無く」回答できず、「本年一二月までに図書館の設備を完整する」と答えて
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富
士
見
四
丁
目
に
新
設
の
第
一
校
舎
図
書
室
で
は
、
備
え
付
け
図
書
の
記
録
文
書
や
目
録
な
ど
も
無
か
っ
た
た
め
、
一
二
年
の
一
一月より点検・整理に着手し、二一一年一一一月にようやく目録一一冊（和洋各一冊）を作成できた。ただし蔵書数も冊子
目
録
に
よ
れ
ば
蔵
書
数
五
千
冊
足
ら
ず
で
、
利
用
者
収
容
人
員
も
三
○
余
名
の
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
図
書
の
寄
贈
を
募って蔵書増加への努力を続けていた。図書寄贈者に対する礼状も従来のものを一新して印刷された。
第
二
校
舎
の
新
築
工
事
も
す
す
み
、
二
月
五
日
の
上
棟
式
を
経
て
、
六
月
に
竣
工
し
た
。
図
書
室
も
、
一
○
月
一
一
一
日
か
ら
第
一
校
舎
か
ら
第
二
校
舎
へ
一
一
一
曰
問
を
か
け
て
移
転
が
行
な
わ
れ
、
ま
ず
図
書
室
書
籍
、
ガ
ラ
ス書棚や器具を移転した（その移転経費として、三七円五○銭が予算計上された）。目録用カード（事務用、閲覧用）と
ラベル（蔵書用）は、大橋図書館に照会して購入した（経費七五円五○銭）。目録作成では臨時事務員（Ⅱ筆耕）を
雇い入れ、作業が進められた。洋書は独、英、仏の順序で整理して逐次閲覧する方針で、ドイツの法制史家チン
メ
ル
マ
ン
の
文
庫
一
○
六
九
冊
が
一
九
二
一
一
年
一
二
月
に
ド
イ
ツ
よ
り
入
荷
し
、
ま
た
新
た
に
ド
イ
ツ
書
約
一
五
○
○
冊
が
購
入
さ
れ
た
。
た
だ
し
そ
の
整
理
に
追
わ
れ
、
当
面
は
在
来
の
カ
ー
Ｆ
容
器
を
使
っ
て
の
和
漢
書
の
閲
覧
に
限
定
し
、
一
一
三
年
一
月
開
館
に
れ
た
。
た
だ
し
そ
の
整
理
に
追
わ
れ
、
当
面
は
在
来
の
カ
ー
Ｆ
｛
むけて作業がおこなわれていた（学長宛文書『文書綴』）。
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
図
書
館
規
定
で
は
、
通
常
閲
覧
は
、
の館外持ちだしは禁止されていた。
い
た
。
二
、
第
二
校
舎
、
図
書
館
正
式
開
設
『文書綴』。
休
曰
を
除
き
午
前
九
時
開
館
、
午
後
四
時
閉
館
、
ま
た
閲
覧
図
書
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（五月の第一一回図書館委員会では、図書館仮規則によって、図書館は主任一名、事務員三名［一名は教習所］で構成され、
また学生［アルバイト］二名で運営の能率向上を図ることや、新聞雑誌の公開、官報の購読などが決められた）。
一一一月、校友会機関誌『法政大學報』（編集主任・関春治）が新たに発刊されたが、その創刊号（’九一一一一一年三月十
五
日
号
）
に
は
、
松
室
学
長
が
「
本
大
学
の
概
況
」
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
第
一
校
舎
約
一
○
○
○
坪
、
第
二
校
舎
七
○
備品費六七一一円（タイプライター、カード箱等）、雑給雑費七一○円で、それに人件費を合わせて計上されていた。
当
時
、
安
倍
能
成
が
法
文
学
部
文
学
科
・
哲
学
科
主
任
に
、
ま
た
錦
織
理
一
郎
が
経
済
学
部
主
任
に
就
任
し
て
い
た
。
二
月
に
、
二
学
部
と
予
科
か
ら
図
書
委
員
が
選
ば
れ
、
初
の
図
書
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
図
書
委
員
会
は
、
法
文
学
部
か
ら
安
倍
能
成
、
大
場
実
拾
、
井
上
孚
麿
、
島
保
、
薬
師
寺
志
光
、
星
野
曰
子
四
郎
、
ホ
ワ
イ
ト
マ
ン
の
七
名
と
、
経
済
学
部
か
ら
平
貞
蔵
、
予
科
か
ら
二月の第一回図書委員会では、蔵書のうち、洋書整理のため、一一一月一四曰から四月一五曰までの一ヶ月を休館
して作業すること、閲覧時間を午後七時半まで延長すること、さらには購入図書などを決め、一九一一三年（大正
一二年）度予算を協議していた。その図書館予算によれば一九一一一一一年度は、図書費三七○○円（製本費二○○円をふくむ）、
本
学
の
こ
の
移
転
時
に
は
、
先
に
ふ
れ
た
図
書
館
構
想
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。
当
初
の
構
想
は
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
の
で
あろう。一九一一三年一月、図書館は、第二校舎で正式に開設された。また図書館整理の間、｜時庶務課所管とさ
前身］に売却された）。
れ
て
い
た
図
書
館
事
務
は
、
そ
れ
よ
り
独
立
し
て
事
務
処
理
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
場
実
治
、
井
上
孚
麿
、
島
保
、
薬
師
寺
志
光
、
星
野
曰
一
の
野
上
豊
一
郎
、
計
九
名
の
図
書
委
員
で
構
成
さ
れ
た
。
な
お
、
従
来
、
富
士
見
六
丁
目
の
旧
来
校
舎
で
授
業
を
行
な
っ
て
い
た
夜
間
専
門
部
も
、
一
三
年
九
月
よ
り
現
校
地
の
富
士
見
四
丁目の新校舎に移っていた（富士見六丁目校地は、翌一一三年八月に大東文化協会・大東文化学院［現在の大東文化大学の
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学年試験後の春季休暇を利用して休館し、図書主任委員・平貞蔵（経済学部）の「連曰の指導」のもと学部や予
科の学生十三名が英独仏の洋書カード目録作成や書籍整理にあたった。安倍能成（法文学部）、野上豊一郎（予科）
な
ど
先
述
の
各
学
部
図
書
委
員
の
教
員
も
整
理
に
協
力
し
、
新
学
期
で
の
洋
書
利
用
に
備
え
た
。
い
わ
ゆ
る
「
拙
速
主
義
」
に
よ
る
ところに、当時の新学期開始への時間との闘いの状況をうかがうことができる。この頃から学生なども洋書を利
用
し
う
る
環
境
が
整
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
等
を
決
め
て
、
作
業
を
行
な
っ
て
い
っ
た
。
を
開
館
で
き
る
よ
う
作
業
を
す
す
め
た
。
当
時
の
整
理
方
針
に
よ
れ
ば
、
○坪の落成に続いて「図書館、研究室、閲覧室など凡三○○余坪の建築に着手せり」として、その建設後には新
旧
校
舎
を
合
わ
せ
約
二
五
○
○
坪
、
大
学
と
し
て
の
収
容
力
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
図
書
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
ー
Ｆ
目
録
作
成
や
書
籍
整
理
も
進
展
を
見
た
。
四
月
中
旬
ま
で
に
新
学
期
開
始
と
共
に
全
部
七
、
整
理
計
画
と
細
部
を
主
任
委
員
と
協
議
す
る
。
五
、
館
員
（
児
玉
を
の
ぞ
く
）
を
試
験
監
督
六
、
カ
ー
ド
箱
２
個
と
所
用
器
具
を
購
入
。
八
、
業
務
の
都
合
で
は
夜
間
点
灯
を
す
る
。
三
、
春
期
休
業
を
利
用
し
て
学
生
約
五
名
に
作
業
を
行
な
わ
せ
る
（
手
当
て
若
干
）
。
四
、
三
月
五
日
か
ら
四
月
一
五
日
ま
で
閉
館
す
る
。
｜
、
委
員
、
館
員
の
特
別
の
努
力
を
求
め
る
。
、拙速主義（出来る限り完全をめざすが開館に間に合わなくなることは避ける）。
を試験監督からはずす。
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和漢蔵書一一一六三○冊（その他別に雑誌・寄贈重複・不要見込み等四一四一冊あり）
第一門・法律（’五二七冊）、第一一門・政治（’一一八冊）第一一一門・経済（一○五四冊）
第
四
門
・
哲
学
（
六
二
冊
）
、
第
五
門
・
文
学
（
六
四
冊
）
、
第
六
門
・
歴
地
伝
記
（
二
七
一
一
一
冊
）
第七門・自然（約一五冊）、第八門・雑誌（三五五冊）、第九門・漢書（一一四一一冊）
蔵書分類では、一九一一三（大正一一一）年の早い時
図
書
整
理
や
蔵
書
目
録
カ
ー
ド
の
作
成
が
行
な
わ
れ
た
。
は
五
○
○
名
を
予
定
し
、
新
年
度
に
は
全
学
で
四
○
○
○
名
在
籍
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
一一三年当時の図書館利用状況では、一月分の集計によると開館日数は一一○日、利用者数一一一一七名、予科学生と
本科学生の比率では一一対一、貸し出し図書数は七三冊（洋書整理中で和書のみ）であった。また学年末試験期の一一
月の利用状況では、開館日数は一一三日、利用者数一一一四六名、うち予科学生一九一、本科学生一五五で、本科が半
数弱であるが、利用者の増加がみられた。貸し出し図書数も五一一一五冊（和書のみ）、うち法律経済統計は一七三、
歴
地
文
学
社
会
は
二
八
八
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。
利
用
数
も
増
え
て
お
り
、
試
験
期
間
中
に
は
図
書
館
が
活
用
さ
れ
て
い
た
。
二一一一年当時の学生数は、在学生、学部、専門部、予科で一一○○○余名であり、一一一一一年度に募集する学生数は予
科八○○名、専門部一○○○名、また前年の一○月に創立された付属の豊成（法政）工学校（松室学長が校長兼任）
’
九
一
一
三
年
度
の
「
蔵
書
員
数
表
」
に
よ
れば九門分類法で、次のように分類された。
三
、
蔵
書
充
実
と
九
門
分
類
法
採
用
｜）年の早い時期に、八門分類法に代わって法政独自の九門分類法が採用され、
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洋
蔵
書
四
六
二
一
冊
（
英
独
仏
で
は
英
六
六
四
第
一
門
・
法
律
（
’
五
三
四
冊
英
七
六
・
第
二
門
・
政
治
（
二
六
一
冊
英
六
○
・
第三門・経済（八一一一一一冊英二四一一一・
第
四
門
・
哲
学
（
二
九
一
冊
英
二
・
第
五
門
・
文
学
（
四
八
四
冊
英
一
一
三
・
第
六
門
・
歴
地
伝
記
（
五
三
○
冊
英
七
四
・
第
七
門
・
自
然
数
学
（
一
○
七
冊
英
三
・
第
八
門
・
雑
載
総
裁
（
四
七
四
冊
英
二
一
一
・
第
九
門
・
新
聞
雑
誌
（
一
○
八
冊
英
七
一
・
’九一一三年五月一六日調査当時の蔵書数は、
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
和
漢
書
に
は
、
雑
誌
・
寄
贈
重
複
蔵
書
総
数
は
八
二
五
一
冊
で
あ
っ
た
一
」
の
在
庫
蔵
書
の
和
漢
書
の
中
で
は
、
法
律
・
経
済
関
係
が
多
く
、
法
律
書
は
一
五
二
七
冊
、
経
済
書
は
一
○
五
四
冊
で
あ
り
、
政治は一一一八冊にすぎなかった。また歴史地理伝記の一一七一一一冊、漢書が一一四二冊、雑誌一一一五五冊で、哲学六一一冊、
文学六四冊、自然関係に至っては約一五冊にすぎなかった。他方、洋書の四六一一一冊のなかでは、独書一一五一二・
仏書一四一一一六・英書六六四であって、独書・仏書が多かった。とくに法律・経済・哲学・地歴伝記など全般的に
独書が多かったのに対し、仏書が多いのは文学のみであった。洋書ではドイツ語関係の文献が、主として所蔵さ
独一一一九・仏二一一一一一一）
独
・
・
・
・
仏
三
七
）
和漢書は総計七七七一冊、洋書は四六一一一冊、総計一一一三九一一冊
・不要見込み等四一四一冊が含まれ、それを除けば一一一六三○冊、
・独一一五一一一・仏一四三六）
独
一
○
四
七
・
仏
四
三
）
独
一
四
四
・
仏
五
七
）
独
四
四
二
・
仏
一
四
七
）
独
一
一
五
八
・
仏
三
一
）
独
一
一
○
・
仏
三
五
一
）
独
三
四
八
・
仏
一
○
八
）
独
四
三
・
仏
六
一
）
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夏
期
休
業
中
に
は
、
図
書
整
理
や
設
備
の
手
入
れ
や
補
修
が
行
な
わ
れ
た
。
一
九
一
一
三
年
の
夏
に
は
、
午
前
中
の
作
業
で
あ
っ
た
が
、
特
別
行
事
と
し
て
七
月
中
旬
に
教
授
室
備
え
付
け
の
図
書
の
整
理
と
漢
書
整
理
、
さ
ら
に
他
の
図
書
館
を
見
学
し
て
い
た
。
七
月
下
旬
に
は
閲
覧
室
整
備
、
書
棚
の
整
理
と
図
書
整
理
、
八
月
上
旬
に
は
不
用
図
書
の
片
付
け
と
官
報
雑
誌
類
の
整
理
、
八
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
練
習
、
洋
書
事
務
用
カ
ー
ド
調
製
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
た
。
作業の軸となった平貞蔵は、先にも触れたが一九一一一一一年当時から図書主任委員として、曰常的に積極的な関わ
り
を
も
ち
、
二
六
年
一
一
一
月
に
初
代
図
書
館
長
に
就
い
た
。
ま
た
大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
期
に
日
本
図
書
館
協
会
に
も
関
わ
っ
た
。
蔵書数は、購入や整理が進むと共に増えて、同年七月一九曰の調査では、和漢書は五○三八冊、雑誌一一一○○○
冊で、合計八○三八冊。洋書は合計五四八一冊。両者の総計一一一一五一九冊となった。
約一一ヵ月の間に一一一一七冊増となった。さらに立教大の調査に応じた翌一九二四年一一一月の報告書では、本学
の蔵書数で、和漢書は八九三八冊、洋書も五七八一冊、総計一四七一九で、先の一一一一一年五月時点の調査時より一一
三一一七冊の増加であった。
寄
贈 当時の図書館予算のうち図書購入費は三五○○円であった。しかし総計八一一○○（重複を入れて一一一○○○）冊
程
度
の
少
な
い
状
況
は
、
早
急
に
打
開
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
｜
方
で
は
チ
ン
メ
ル
マ
ン
文
庫
な
ど
ド
イ
ツ
か
ら
入
荷
し
た
約
三
○
○
○
冊
は
、
箱
を
開
け
て
一
応
の
分
類
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
未
処
理
の
図
書
の
整
理
が
急
が
れ
た
。
他
方
で
本
学
関
係
者
や
有
志
か
ら
多
数
の
図
書
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
て
、
蔵
書
充
実
を
図
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
応
え
て
、
た
と
え
ば教授の安倍能成は和書七六冊・洋書一一一冊を、また同じく教授の高木友三郎が和書一一五四冊・洋書四一一冊など
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
贈している。
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平
は
、
後
の
回
想
口
述
で
、
館
長
と
し
て
蔵
書
整
理
そ
の
他
の
図
書
館
仕
事
を
、
自
ら
は
「
や
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
『
平
貞蔵の生涯」）、そのまま事実として受けとめることは出来ない。ただし、この主任委員さらには館長の平貞蔵を、
実
務
的
に
支
え
た
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
事
務
局
に
は
、
小
林
鉦
一
郎
、
新
野
新
平
や
染
谷
振
作
がおり、その後を継いだ天晶壽がいた（天晶については、後述）。小林鉦一郎は一九二一一年から一一六年まで図書館主
任、図書館主幹として業務に従事した。小林主任は、一九二一一一年の曰本図書館協会創立一一一○周年記念集会に参加
し、特別会員として入会した（「図書館雑誌』一一一五号、’九二一一一年七月号）。またその後も同協会の活動には参加した
が、’九一一六年に退会している。当時の図書館協会は、明治二五（一八九一一）年に日本文庫協会として創設された
も
の
が
、
明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年
に
曰
本
図
書
館
協
会
と
改
称
さ
れ
て
い
た
。
分
科
会
な
ど
も
な
く
研
究
活
動
は
殆
ど
行
な
わ
れ
ていなかったといわれる（『私立大学図書館協会史」同協会編纂委員会編、一九八六年）。また染谷は、文部省図書館員
養成所を終了して、本学の図書館に赴任したのであった（「図書館雑誌』第五七号、一九二四年五月号）。
一九一一三年九月一日、関東大震災がおこった。これが一九一一○年代の各地の図書館の整備・拡充事業に大きな
影
響
を
与
え
た
。
多
く
の
大
学
も
被
災
し
、
図
書
は
東
大
七
○
万
、
大
橋
九
万
、
市
立
一
○
万
、
明
治
六
万
、
特
許
局
二
万
は
じ
め
日
本
、
専
修
、
慶
応
義
塾
な
どの凡そ一一一○万冊が焼失し、二八の図書館が焼失などの被害を受けた。明治大では
新図書館の建設工事に着手するその曰に、図書館木造一一一階建を含む二四棟が、原簿、目録や諸資料などと共に「灰
壗に帰し」、焼失を免れた図書は、教職員に館外貸出ししていた和漢書一一三冊洋書一一一九冊のみといわれている（『明
四
、
関
東
大
震
災
下
の
本
学
図
書
館
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文
）
。
こ
の
年
、
創
立
三
○
周
年
を
迎
え
て
い
た
図
書
館
協
会
は
、
震
災
後
、
年
次
大
会
を
中
止
す
る
一
方
で
、
罹
災
図
書
館
へ
の
図
書寄贈運動に取り組み、翌一一四年三月、復興用寄贈図書は約一一万四千冊に達した（『日本図書館協会七○年史」）。
し
か
し
法
政
大
学
の
図
書
館
は
、
富
士
見
の
台
地
に
あ
る
た
め
、
幸
い
に
も
校
舎
も
含
め
震
災
に
よ
る
打
撃
は
少
な
か
っ
た
。
従
来
か
ら
の
図
書
も
無
事
で
あ
っ
た
。
九
月
二
五
日
の
「
新
聞
保
管
規
定
」
に
よ
れ
ば
、
大
震
災
に
関
す
る
新
聞
記
事
は
「
法
律
、
政
治
、
経
済
、
そ
の
他
学
問
研
究
上
必
要
な
る
材
料
」
で
あ
り
、
震
災
後
の
新
聞
は
「
凡
て
之
を
図
書
館
に
於
い
て
保
管
」
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
「
文
書
綴
」
中
の
「
学
習
上
震
災
後
一
一
於
ケ
ル
情
報
収
集
整
理
ノ
件
」
に
よ
れ
ば
、
混
乱
の
中
で
は
戒
厳
司
令
部
や
官
庁
か
ら
は
公
文
書
・
情
報
を
配
布
す
る
余
裕
な
く
、
官
報
も
九
月
二
五
曰
か
ら
一
般
の
販
売
が
開
始
さ
れ
た
の
で
、
停
刊
中
の
不
足
分
補
充
を
含
め
、
購
入
を
申
し
込
み
、
新
聞
類
で
は
、
「
や
ま
と
」
「
朝
曰
」
「
時
事
」
「
国
民
」
各
紙
の
補
充
購
読
を
手
配
さ
せ
て
い
た
。
学
生
三
名
を
館
員
扱
い
で
戒
厳
本
部
や
各
官
庁
に
派
遣
し
て
震
災
関
係
情
報
を
集
め
さ
せ
、
ま
た
資
料
購
入
費
な
ど
金
一
五
円を渡して『大正大震災史』『東京大地震史」『国際写真情報」「関東震災画報」『写真報知」『東洋経済新報』ほ
か
新
聞
・
雑
誌
・
画
報
を
購
入
さ
せ
て
い
る
。
他
大
学
に
比
べ
て
当
時
の
法
政
は
、
旧
来
か
ら
の
蔵
書
、
設
備
、
施
設
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
収
蔵
図
書
の
整
理
を
進
め
、
図
書
館
閲
覧
と
整
備
事
業
を
行
な
っ
た
。
震
災
前
の
一
九
一
一
三
年
一
一
月
と
、
震
災
直
後
の
一
○
～
一
一
一
月
の
図
書
閲
覧
状
況
を
比
較
し
て
み
る
と
、
利
用
状
況
で
も
、
本
学
拾
大
学
図
書
館
史
』
。
ま
た
明
治
大
に
移
さ
れ
て
い
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
約
四
○
○
○
冊
も
焼
失
し
た
。
東
京
大
で
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
法
典
起
草
に
関
す
る
資
料
や
蔵
書
が
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
る
。
三
崎
町
や
駿
河
台
の
新
築
中
の
校
舎
を
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
曰
本
大
な
ど
、
大
学
令
の
も
と
で
の
昇
格
後
の
整
備
を
行
な
っ
て
い
た
各
大
学
や
首
都
圏
の
各
地
図
書
館
が
、
収
蔵
資
料
や
蔵
書
、
建
物
被
害
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
被
害
を
受
け
た
各
大
学
は
、
教
職
員
や
学
生
の
勤
労
奉
仕
、
寄
付
金
、
図
書
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
復
旧
作
業
を
へ
て
、
そ
の
後
の
復
興
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
（
前
掲
阪
田
蓉
子
論
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一九一一三年度（八・九両月休館を除く一○ヶ月間）の年報を見ると、開館した月数は一○ヶ月、日数では一八五曰、
学生閲覧者数は五五六九名（本科一一一一六八・予科三六四一一・専門部五五九）、一日平均一一一○名強、貸付図書八一一七一一
なお先に触れたように一九一一一一一年度図書館予算は、人件費を別として、図書費三七○○円（製本費二○○円含み）、
備品費六七二円、雑給雑費七一○円の総額五○八二円が計上されていた。
翌二四年には、総額五○○○円（図書購入費四○○○円、製本費・備品費・予備費の一○○○円）となって、ほぼ前
年
度
並
み
の
予
算
が
組
ま
れ
、
重
点
と
し
て
図
書
購
入
費
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。
さらに一九二五年度予算では、総額九○○○円（内訳は法学・経済・文学・予科の各二○○○円、学部以外の図書費
な
ど
一
○
○
○
円
）
と
、
総
額
は
増
額
さ
れ
、
各
学
部
の
図
書
費
な
ど
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
立
案
さ
れ
て
い
た
。
冊
と
な
っ
て
い
た
。
震
災
後
の
二
月
は
開
館
日
数
が
少
な
い
の
に
拘
ら
ず
、
前
月
よ
吟
も
あ
っ
て
減
少
し
た
が
、
と
く
に
予
科
生
の
利
用
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
は
震
災
の
直
接
的
打
撃
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
閲
覧
・
利
用
は
、
継
続
し
て
増
加
し
て
い
た
。
開
館
日
数
利
用
者
数
（
本
科
生
・
予
科
生
）
貸
し
出
し
図
書
数
一
九
一
一
一
一
一
年
一
一
月
一
一
三
日
三
四
六
名
（
一
五
五
・
’
九
一
）
五
一
一
一
五
冊
（
和
書
の
み
）
一九一一三年一○月
一一月
一
二
月
一三日
五
日二日
一
○
一
八
名
一四四二名
五
八
四
名
（
’
五
六
・
八
○
六
他
）
（二五一・一○○七他）
（
一
九
五
・
三
一
四
他
）
前
月
よ
り
利
用
者
は
増
加
し
て
い
た
。
一
二
月
は
冬
休
み
に
入
る
こ
と
一五八八冊（和洋書）
’一三六冊（和洋書）
八
七
四
冊
（
和
洋
書
）
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一一五年当時の図書館利用状況をみると、四月の開館日数は一一一曰、学生の閲覧利用者数三八四名。うち予科学
生一一七七名、本科学生九一一名（ほかに専門部と高等師範合わせて一五名）、その予科と本科の比率では三対一で予科
学生の利用が多かった。一日平均三一一名。貸し出し図書数は五五一一一冊（洋書も数冊だが利用された）。利用書籍では
文学一九五をあわせて哲学・文学・地歴伝記（以下、哲・文・地歴）二七七、法律・政治・経済（以下、法・政・経）
’五四、自然数学一一、その他雑誌新聞一一一。なお教職員利用は、帯出者一一一九名、五三冊であった。
五月では、開館日数は一一五日、学生の閲覧利用者数一一四二七名、うち予科学生一七一一一七名、本科学生五五九名
一九二五年度で、法政の図書館予算九○○○円、一
早稲田三万円、’’八万冊に比べて、はるかに及ば－
万
冊
、
中
央
三
万
円
、
五
万
冊
と
比
べ
て
も
見
劣
り
し
た
。
慶応二一一○名、早稲田は五○○名、明治一一五○名、
認識せざるを得なかった。
一九二四年四月には、法一
代
わ
っ
て
和
辻
哲
郎
が
就
任
し
、
代
わ
っ
て
和
辻
哲
郎
が
就
任
し
、
翌
五
月
、
法
政
大
学
付
属
東
京
高
等
予
備
校
を
廃
止
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
学
の
図
書
館
は
、
大
震
災
の
被
災
を
免
れ
た
こ
と
で
は
、
他
大
学
と
比
べ
て
有
利
な
環
境
が
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
「
私
立
大
学
図
書
館
比
較
表
」
（
一
九
二
五
年
七
月
九
日
調
べ
）
で
み
て
も
、
本
学
の
状
況
は
劣
勢
で
あ
っ
た
。
一九一一五年度で、法政の図書館予算九○○○円、蔵書一万一一○○○冊の規模は、慶応一万三○○円、’一一一万冊、
早稲田一一一万円、’’八万冊に比べて、はるかに及ばず、また震災被害で図書館復旧を図る明治一万五○○○円、三
刀
冊
、
中
央
三
万
円
、
五
万
冊
と
比
べ
て
も
見
劣
り
し
た
。
閲
覧
者
も
本
学
の
利
用
者
数
は
少
な
く
、
一
日
平
均
一
○
○
名
程
度
で
、
慶応二一一○名、早稲田は五○○名、明治一一五○名、中央四○○名などと比べて、本学図書館は、「末位一一アリ」と
五
、
蔵
書
、
利
用
者
の
増
大
と
図
書
館
新
築
の
構
想
法
政
大
学
商
業
学
校
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
法
文
学
部
哲
学
科
・
文
学
科
主
任
に
は
、
辞
任
し
た
安
倍
に
5７ 
』守一。
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一
九
二
五
年
当
時
は
、
周
知
の
よ
う
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
な
か
で
労
農
運
動
の
激
化
に
も
支
え
ら
れ
て
、
男
子
の
み
で
は
あ
っ
た
が
普
通
選
挙
法
が
制
定
さ
れ
る
が
、
同
時
期
に
治
安
維
持
法
も
抱
き
合
わ
せ
で
公
布
さ
れ
た
。
現
役
将
校
も
配
属
さ
れ
て
「体操科」で軍事教練を行なっていた（陸軍省軍事課・歩兵少佐永田鉄山の小林鉦一郎宛文書）。
そ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
学
生
の
利
用
で
は
、
雑
誌
・
新
聞
の
利
用
も
四
○
○
○
を
越
え
て
、
ま
た
学
生
の
社
会
状
況
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
示
し
て
い
た
。
教
職
員
の
利
用
で
は
、
和
漢
書
で
は
法
・
政
・
経
部
門
で
の
利
用
が
四
八
％
を
占
め
る
な
ど
最
多
で
あ
っ
たが、哲・文・地歴の帯出も三九％と多くなっていた。洋書も含め、図書館は、教職員と学生の要求に対応する
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
（ほかに専門部一○二名、高等師範・商業学校・工学校合わせて二九名）、その予科と本科の比率では四月と同じく一一一
対一で予科学生の利用が多かった。一口平均九七名（最大一四六、最少四四）貸し出し図書数は一一一一一三九冊（洋書
も一三七冊と、増加している）。利用分類別では文学一四一六をあわせて哲・文・地歴一八六○、法・政・経六九○、
自然数学一一三、その他雑誌新聞六六六。なお教職員利用は、帯出者八四名、’一一一八冊（和漢書八九、洋書四九）で
あ
っ
た
。
四
月
に
比
べ
て
開
館
日
数
が
倍
増
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
利
用
者
、
貸
し
出
す
数
と
も
大
幅
に
増
大
し
て
い
た
。
図書館報告・閲覧年報（「法政大學報」四巻一一号、一九一一六年一一月）によれば、’九二五年の一年間では、学生閲
覧
者
数
は
約
一
五
○
○
○
名
、
月
に
し
て
平
均
一
四
○
○
名
弱
で
あ
る
。
た
だ
し
前
記
の
よ
う
に
六
月
、
一
○
、
二
月
は
、
一
一
五
○
○
名
余
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
月
は
普
段
よ
り
多
く
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。
学
生
の
利
用
図
書
は
、
和
漢
書
で
は
哲
・
文
・
地
歴
部
門
が
約
一
○
○
○
冊
（
五
一
％
）
と
過
半
数
を
占
め
、
そ
の
う
ち
文
学
が
八
○
○
○
冊
と
そ
の
部
門
の
八
割
を
占
め
て
い
た
。
法・政・経部門は五八○○弱（二七％）であったが、その部門で、経済が一一一一一一○○（五七％）、法律は一一三○○弱
』
・
政
・
経
部
門
は
五
八
○
○
弱
（
二
七
％
）
で
あ
っ
た
が
、
（
四
○
％
）
。
し
か
し
政
治
は
二
○
○
冊
に
も
満
た
な
か
っ
た
（三％）。
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一九二五年頃の図書館職員の勤務規定を紹介しておくと、図書館が午前八時より午後七時半まで開館していた
が
、
職
員
は
昼
間
勤
務
と
夜
間
勤
務
に
分
か
れ
て
い
た
。
前
者
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
後
者
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
七
時
半
ま
で
の
執
務
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
図
書
館
主
任
は
、
開
館
時
間
中
の
勤
務
を
標
準
と
し
な
が
ら
適
宜
出
勤
・
退
勤
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
次第に書籍が増加していくが、すでに一九二一一一年の時点での予測どおり、図書館運営が「どうにも動きの取れ
な
く
な
る
こ
と
が
目
前
に
見
え
て
」
早
く
新
設
さ
れ
る
図
書
館
へ
の
移
動
（
移
転
）
が
待
た
れ
て
（
「
法
政
大
學
報
」
創
刊
号
・
図
書
館
報
告
）
、
’
九
二
五
年
で
は
「
本
春
来
頃
一
一
閲
覧
室
の
狭
院
ヲ
痛
感
シ
ッ
ッ
ア
ル
ノ
状
態
」
が
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
第
二
校
舎
時
期
の
図
書
館
で
の
勤
務
や
利
用
の
状
況
を
見
て
お
き
た
い
。
●・
可已
閲覧室
月十五曰）。
閲
覧
室
の
狭
院
ヲ
痛
感
シ
ッ
ッ
ア
ル
ノ
状
態
」
が
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
「
法
政
大
學
報
』
の
記
事
「
校
内
め
ぐ
り
」
で
は
、
当
時
の
図
書
館
閲
覧
室
内
の光景を当時は之午後一時、先生に休まれた連中と、勉強につかれた御方が、
コ
ク
リ
コ
ク
と
舟
を
漕
ぐ
、
音
読
、
食
事
は
厳
禁
と
、
白
墨
痕
い
と
鮮
か
に
、
書
い
て
は
あれど、居眠り厳禁とは、書いてないせいか」と、カット絵（江島はつき署名）
付
で
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
「
（
法
政
大
学
十
量
そ
の
一
濠
を
越
し
て
見
る
」
で
は
、
「
見
よ
、
法
政
の
大
工
事
、
買
え
、
法
政
の
債
券
を
」
と
、
工
事
中
の
カ
ッ
ト
絵
付
で
載
せ
て
い
る
六
月
中
旬
の
姿
で
あ
る
が
、
予
科
の
学
生
は
試
験
準
備
中
の
時
期
で
、
図
書
館
利
用
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
夏
休
み
に
は
、
｜
口
百
円
の
学
校
債
券
を
買
っ
て
田
舎
に
帰
ろ
う
と
、
そ
の
記
事
で
は
呼
び
か
け
て
い
た
（
『
法
政
大
學
報
』
四
巻
六
号
、
二
六
年
六
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ほぼ一一○○日で等しいが、利用者は増えていた。学生閲覧者数は一一一一九三五名で一一五年度より七○○○名余り増
加し、一日平均の利用者数も一○○名を超えた。閲覧貸付けは、三一一九六九冊で前年度より一○○○○冊以上増
えた。また教職員の帯出者も一○六九名で前年度より二五○名増、帯出図書数でも一七八○冊で、’’’四七冊の増
加を見せていた。学生の利用した図書で、二五年度に九六％を占めた和漢書は、一一六年度でも約九七％を占めて
いた。教職員の帯出図書は、和漢書一一一一六五冊（七七％）洋書四一五冊（一一三％）の利用で、一一五年度の一四一一一一一一
冊のうち和漢書一○一一一六冊（七一一％）洋書一一一九七冊（’一人％）とほぼ同様に、二六年度でも和漢書七割強、洋書は
約三割弱の利用状況であった。なお一一六年度学生閲覧貸付冊数でみると、和漢書一一三○四六冊の内訳では、法。
さらに満鉄調査部より天晶壽が司書として移ってきた（天晶については後述）。
これらスタッフを軸に、法政の図書館活動には新たな近代化の風が流れ込んだ。近代図書館学に基づく管理法（カ
ードと分類法）を策定し、洋書購入や、教授たちの協力での図書寄贈運動を行ない、図書館充実に努めたのであった。
’
九
二
六
年
当
時
の
学
生
・
教
職
員
の
閲
覧
・
貸
し
出
し
・
帯
出
な
ど
図
書
利
用
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
再
び
「
法
政
大
學
報」の「図書館記事」から見ておきたい。（ここでの学生数とは、前述同様、本科、予科、専門部、高等師範、商業学校、
この頃から、図書館業務としては、図書カード目録作成も進展し、事務機構でも整備されていく時期であった。
’九二六年五月、平貞蔵が図書館長心得になった。経済学部教員の平は、先に見たように図書主任委員として
他の図書委員の教員や学生たちの先頭に立って、洋書カード目録作成や書籍整理にあたってきた。
また一九二六年一○月一六日には新たに事務主任として加藤萬作が就任した。加藤はそれまでに早稲田大学図
書館、東京帝国大学法学部図書室などに勤務し、図書館の業務改革に関わった後、法政に就任したのであった。
工学校のすべてのものを集合した数である）。表一に見るように、二五年度に比べて一一六年度では、年間開館日数は、
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学
生
閲
覧
者
数
一日平均
（
本
科
）
（
子
科
）
（専門部）
（高等師範）
（商業学校）
開
館
日
数
（
八
月
休
館
）
努
力
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
本
学
図
書
館
の
学
生
、
教
職
員
の
利
用
状
況
か
ら
一
九
二
○
年
代
後
半
に
図
書
館
と
し
て
の
利
用
度
の
高
ま
り
が
見
られたことは、指摘できる。なお当時の蔵書数については、’九二六年一一一月末の調査では、和漢書一一一八一一○冊、
洋
書
六
一
五
二
冊
、
計
一
八
九
七
二
冊
で
あ
っ
た
が
、
利
用
者
の
増
大
に
対
応
す
る
蔵
書
数
の
充
実
が
、
当
面
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
基
本
カ
ー
ド
や
図
書
分
類
の
改
正
、
図
書
目
録
の
整
備
、
さ
ら
に
は
手
狭
に
な
っ
た
図
書
館
の
拡
張
や
新
築
が
緊
急
の
課
題
と
なっていった。新校舎として第三校舎の建築は進み、新たな図書館の充実を期待しつつ、図書の新たな分類法が
作
成
さ
れ
、
対
外
的
に
も
他
大
学
図
書
館
や
図
書
館
協
会
で
の
交
流
が
進
む
の
で
あ
る
。
次
章
に
お
い
て
、
そ
の
課
題
の
克
服
へ
の
政・経部門が一一八％（二五年度一一七％）、哲？
自
然
科
学
・
数
は
両
年
度
と
も
二
％
台
で
あ
っ
た
。
表一
一
九
二
五
・
二
六
両
年
度
閲
覧
比
較
一
九
二
五
年
度
二
○
○
日
〆■へ〆￣へ／＝へ〆￣、／■へ
’五五四五名
七
八
名
弱
四二二○）
一○○○四）
’○二二）
一一一一）
一五二）
哲。文・地歴部門は五四％（同五一％）、新聞雑誌類二○％（同一六％）で、
● ● ● ● ● ● 
・
一
九
二
六
年
度
／￣へ／■へ〆￣、〆～〆￣へ ’一一九三五名
一一三名弱
六○八六）
一一一一一一八三）
二
九
一
二
九三八）
三四六）
一一○三日
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教
職
員
閲
覧
帯
出
者
数
帯
出
図
書
冊
数
和
漢
書
法
律
・
政
治
・
経
済
哲
学
・
文
学
・
地
歴
伝
記
自
然
科
学
・
数
学
雑
誌
総
裁
・
新
聞
雑
誌
閲
覧
貸
付
け
冊
数
和
漢
書
法
律
・
政
治
・
経
済
哲
学
・
文
学
・
地
歴
伝
記
自
然
科
学
・
数
学
雑
誌
総
裁
・
新
聞
雑
誌
洋
書
法
律
・
政
治
・
経
済
哲
学
・
文
学
・
地
歴
伝
記
自
然
科
学
・
数
学
雑
誌
総
裁
・
新
聞
雑
誌
（工学校）
’
九
二
五
年
度
一九二六年度
八
一
九
名
・
一○六九
一四三一一一冊・
一七八○
一
○
三
六
冊
．
｜三六五
（ 
五
○
二
・
（ 
五二
（ 
四○三）・
（ 
六
九
（ 
一五）・
（ 
（ 
一一七）・
（ 
一一一’
グー、〆￣、〆￣､〆￣へ 〆￣へ〆■へ／■へ〆～ 〆■へ
一一一一一五二冊・
二
四
五
七
冊
・
五
七
八
二
）
・
’
○
九
○
｜
）
・
四
五
四
）
・
四三一一○）・
七
九
五
冊
・
一一一一一）●
三
八
四
）
・
囚）・
一八六）。
三
五
）
。
（
一
一
七
一
）
〆■､〆■、
三一一九六九冊
一一三○四六冊
（ 
八九六三）
（
’
七
三
四
四
）
（ 
七二六）
（ 
五○一三）
九一一三冊
（ 
二五七）
（ 
四一二）
六○）
一九四）
一○六九名
一七八○冊
一三六五冊
五一一二）
六九二）
一一｜）
’三九）
■
●
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